
 

■ 教職課程の履修によって取得できる教員免許状 

 

学    部 学      科・コース 教 育 職 員 免 許 状 の 種 類 

工   学   部 工 学 科 高等学校 教諭 一種免許状 工 業 

総合情報学部 

総 合 情 報 学 科      

知 能 情 報 コ ー ス 高等学校 教諭 一種免許状 情 報 

マネジメント工学コース 高等学校 教諭 一種免許状 商 業 

生 命 環 境 工 学 コ ー ス 
中 学 校 教諭 一種免許状 理 科 

高等学校 教諭 一種免許状 理 科 

 

院 課程 専   攻 教 育 職 員 免 許 状 の 種 類 

工 学 研 究 科 
修 士 課 程 

生 産 技 術 学 専 攻 

高等学校 教諭 専修免許状 工 業 環 境 計 画 学 専 攻 

電 子 情 報 学 専 攻 

 

■ 基礎資格及び単位 

教育職員免許状を取得しようとする学生は、教育職員免許法第５条別表第一、教育職員免許法施行規則第４

条から第５条に従い、次に掲げる基礎資格及び所定の単位を修得しなければならない。加えて、教育職員免

許法施行規則第６６条の６に従い科目の単位は、日本国憲法２単位、体育２単位、外国語コミュニケ－ショ

ン２単位及び情報機器の操作２単位を修得しなければならない。 

 

  ① 基礎資格及び最低修得単位数 

所要資格 
 
免許状 

基礎資格 
最低修得単位数 

教科に関する 
科  目 

教職に関する 
科  目 

教科又は教職に 
関する科目 

中一種免理科 

高一種免理科 

高一種免情報 

高一種免工業 

高一種免商業 

学士の学 

位を有す 

ること 

２８ 

２４ 

２４ 

２４ 

２４ 

２７ 

２３ 

２３ 

２３ 

２３ 

４ 

８ 

８ 

８ 

８ 

高専修免工業 

修士の学

位を有す

ること 

２４ ２３ ３６ 

 
     備考：高等学校専修免許状（工業）については、高等学校一種免許状（工業）の取  

得要件を満たし、さらに大学院課程において、別表３の「専修免許（工業） 
の教科に関する科目」のうちから２４単位以上を修得することによって、上 
記要件を満たすものとする。 



 

② 教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

免許法施行規則に定める 
科目及び単位数 

左記に対応する開設授業科目 

科      目 

単 

位 

数 

全  学  部 

授  業  科  目 
単位数 

必修 選択 

日本国憲法 ２ 
憲法Ⅰ  ２ 

憲法Ⅱ  ２ 

体育 ２ 
保健体育実技Ａ １  

保健体育実技Ｂ １  

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ２ 
基礎英語ⅡＡ １  

基礎英語ⅡＢ １  

数理、データ活用及 

び人工知能に関する 

科目又は情報機器の

操作 

２ データサイエンス入門 ２  

 

■ 理科、情報、工業及び商業の教科に関する科目は、次のとおりとする。 

(１) 理科の教科に関する科目及び単位数は、別表１による。 

(２) 情報の教科に関する科目及び単位数は、別表２による。 

(３) 工業の教科に関する科目及び単位数は、別表３による。 

(４) 商業の教科に関する科目及び単位数は、別表４による。 

 

■  教職に関する科目は、次のとおりとする。 

      教職に関する科目の本学における履修単位は、教育職員免許法施行規則の定めに拘わらず中学校理科

（３１単位）、高等学校理科（２７単位）、高等学校情報（２７単位）、高等学校工業（２７単位）、高

等学校商業（２７単位）、高等学校専修工業（２３単位）であり、授業科目及び単位数は別表５による。 

※  最低修得単位数を超えて修得した教科に関する科目及び教職に関する科目の単位は、教科又は教職に

関する科目の単位として充てることができる。 

※  中学校教諭一種免許状理科を取得しようとする学生は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与

に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」に基づき、定められた施設において、７日以上の介護

等の体験をしなければならない。 



別表１（教職課程履修規程） 
 

理科の教科に関する科目（中学校） 

 

免許法施行規則に 

定める科目区分 

本学の授業科目 

備考 総合情報学部 

総合情報学科 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

物理学 

◎ 物理学概論 (2) ◎必修科目 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

これら選 

択科目よ 

り２科目 

選択必修 

 

 熱力学 (2) 

 電磁気学 (2) 

 電気工学基礎Ⅰ (2) 

化学 

◎ 化学概論 (2) 

 有機化学 (2) 

 環境分析学 (2) 

生物学 

 

◎ 生物学概論 (2) 

 生態の科学 (2) 

 生物化学 (2) 

 生命保健福祉学 (2) 

地学 
◎ 地学概論 (2) 

 土壌学 (2) 

物理学実験・化学実験・

生物学実験・地学実験 

◎ 物理学実験 (2) 

 環境シミュレーション (2) 

◎ 環境化学実験 (2) 

 環境化学基礎実習 (2) 

◎ 生態環境工学実験 (2) 

 生態系調査法 (2) 

◎ 環境調節工学実験 (2) 

 地域環境モニタリング (2) 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

◎ 理科教育法Ⅰ (2) 

◎ 理科教育法Ⅱ (2) 

◎ 理科教育法Ⅲ (2) 

◎ 理科教育法Ⅳ 

 

(2) 

履修上の注意事項 

１．備考に示された単位の修得方法を踏まえたうえで、教科に

関する科目として最低修得単位数の２８単位を修得すること 

２．最低修得単位数を超えて修得した単位は、教科又は教職に

関する科目の単位として充てることができる 

 

 

 

 

 



 

理科の教科に関する科目（高等学校） 

 

免許法施行規則に 

定める科目区分 

本学の授業科目  

総合情報学部 備考 

総合情報学科  

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

物理学 

◎ 物理学概論 (2) ◎必修科目 

 熱力学 (2) 共通科目系列 

 電磁気学 (2) 共通科目系列 

 電気工学基礎Ⅰ (2)  

化  学 

◎ 化学概論 (2)  

 有機化学 (2)  

 環境分析学 (2)  

生物学 

◎ 生物学概論 (2) 専門科目系列基礎科目 

 生態の科学 (2)  

 生物化学 (2)  

 生命保健福祉学 (2) 専門科目系列基礎科目 

地  学 
◎ 地学概論 (2)  

 土壌学 (2)  

物理学実験・化学実験・生 

物学実験・地学実験 

 物理学実験 (2)  

 

 環境化学実験 (2)  

 

 生態環境工学実験 (2)  

 

 環境調節工学実験 (2)  

 

※１:これら４科目より 

１科目選択必修 

※２:※1の条件を満た 

した上で、これら 

選択科目より５科 

目選択必修 

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 

◎ 理科教育法Ⅰ (2)  

◎ 理科教育法Ⅱ (2)  

 理科教育法Ⅲ (2)  

 理科教育法Ⅳ (2)  

履修上の注意事項 
最低修得単位数の２４単位を超えて修得した単位は、教科又は教職に関

する科目の単位として充てることができる 

 

 

 

※２ 
 

※１ 



別表２（教職課程履修規程） 

 

情報の教科に関する科目 

 

免許法施行 

規則に定める 

科目区分 

本  学  の  授  業  科  目 
備 

 

考 

総合情報学部 

総 合 情 報 学 科 

教 
 

科 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

科 
 

目 

情報社会（職

業に関する内

容を含む。）・

情報倫理 

◎ 情報基礎 （２） 
◎
必
修
科
目 

◎ 情報と社会 （２） 

◎ 情報化社会における労働と職業倫理 （２） 

 技術マネジメント （２） 

コンピュータ

及び情報処理 

 

◎ 情報科学 （２） 

◎ データ構造とアルゴリズム （２） 

◎ プログラミング基礎Ⅰ （２） 

 プログラミング基礎Ⅱ （２） 

 プログラミング基礎Ⅱ演習 （２） 

   

情報システム 

 

◎ コンピュータシステム （２） 

 オペレーティングシステム （２） 

 計測工学 （２） 

   

情報通信ネッ

トワーク 

 

◎ ネットワークとセキュリティ （２） 

◎ プログラミングⅠ （２） 

 
  

マルチメディ

ア表現及び技

術 

 

◎ 情報デザイン論 （２） 

 視覚伝達デザイン （２） 

 インタラクションデザイン （２） 

 

  

各教科の指導

法（情報通信

技術の活用を

含む。） 

◎ 情報科教育法Ⅰ （２）  

◎ 情報科教育法Ⅱ （２）  

 
   

履修上の注意事項 
最低修得単位数の２４単位を超えて修得した単位は、教科又は教職

に関する科目の単位として充てることができる 

 
 
 
 
 



 
別表３（教職課程履修規程） 

  
工業の教科に関する科目 

 免
許
法
施
行
規
則
に 

定
め
る
科
目
区
分 

本    学    の    授    業    科    目 

備  考 

工学部工学科 

船 舶 工 学コース 機 械 工 学コース 建 築 学 コース 電気電子工学コース 

教 

 

科 

 

に 

 

関 

 

す 

 

る 

 

科 

 

目 

工 

 

業 

 

の 

 

関 

 

係 

 

科 

 

目 

 

◎工学概論 

◎技術と倫理 

○造船幾何 

○浮体静力学 

○材料力学Ⅰ 

○造船設計Ⅰ 

○船体復原論 

○造船設計Ⅱ 

○船体抵抗推進論 

○船体強度論Ⅰ 

○船舶ＣＡＤ 

○造船設計Ⅲ 

○船体強度論Ⅱ 

○造船設計Ⅳ 

○船体運動論 

○海洋工学 

○海洋資源学 

○海洋空間利用学 

○海洋エネルギー学 

船体構造 

流体力学Ⅰ 

船舶海洋工学基礎実験 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

◎工学概論 

◎技術と倫理 

○機械製図 

○機械力学Ⅰ 

○流体工学Ⅰ 

○材料力学Ⅰ 

○ロボット工学実習 

○機械工学実験Ⅰ 

○機械工学実験Ⅱ 

○機械設計 

○内燃機関 

○流体機械 

○工業熱力学 

○電気回路Ⅰ 

○プログラミングⅠ 

アナログ回路Ⅰ 

アナログ回路Ⅱ 

機械力学Ⅱ 

流体工学Ⅱ 

材料力学Ⅱ 

電気回路Ⅱ 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

◎工学概論 

◎技術と倫理 

○建築概論 

○建築製図Ａ 

○建築製図Ｂ 

○構造力学Ⅰ 

○建築設計製図ⅠＡ  

○構造力学ⅡＡ 

○環境工学Ⅰ 

○建築材料  

○建築設計製図ⅠＢ 

○建築計画Ａ 

○建築ＣＡＤ  

○環境工学Ⅱ 

○都市計画 

○鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー構造  

○建築設備基礎 

○日本建築史 

(2) 

(2) 

(2) 

(3) 

(3) 

(4) 

(3) 

(2) 

(2) 

(2) 

(3) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

◎工学概論 

◎技術と倫理 

○電気回路Ⅰ 

○ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路基礎 

○ｱﾅﾛｸﾞ回路Ⅰ 

○電気機器 

○工学基礎実験 

○電気・電子材料 

○半導体デバイスⅠ 

○ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽⅠ 

○電気電子工学実験Ⅰ 

○電気電子計測 

電気回路Ⅱ 

○応用電磁気学Ⅰ 

電気回路Ⅲ 

応用電磁気学Ⅱ 

ｱﾅﾛｸﾞ回路Ⅱ 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路設計Ⅰ 

半導体デバイスⅡ 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾛﾄﾆｸｽⅡ 

電気電子工学実験Ⅱ 

送配電工学Ⅰ 

送配電工学Ⅱ 

エネルギー変換工学 

電磁波工学 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(4) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

◎必修科目 

○印科目 
中より12 
単位以上 
選択必修 

職 業 

指 導 

◎職業指導Ⅰ 

◎職業指導Ⅱ 

(2) 

(2) 

◎職業指導Ⅰ 

◎職業指導Ⅱ 

(2) 

(2) 

◎職業指導Ⅰ 

◎職業指導Ⅱ 

(2) 

(2) 

◎職業指導Ⅰ 

◎職業指導Ⅱ 

(2) 

(2) 

 

各
教
科
の
指
導
法
（
情

報
通
信
技
術
の
活
用
を

含
む
。
） 

◎工業科教育法Ⅰ 

◎工業科教育法Ⅱ 

(2) 

(2) 

◎工業科教育法Ⅰ 

◎工業科教育法Ⅱ 

(2) 

(2) 

◎工業科教育法Ⅰ 

◎工業科教育法Ⅱ 

(2) 

(2) 

◎工業科教育法Ⅰ 

◎工業科教育法Ⅱ 

(2) 

(2) 

 

履修上の 

注意事項 
最低修得単位数を超えて修得した単位は、教科又は教職に関する科目の単位として充てることができる 

 
 
専修免許（工業）の教科に関する科目 



教 

 

科 

 

に 

 

関 

 

す 

 

る 

 

科 

 

目 

免
許
法
施
行
規
則
に 

定
め
る
科
目
区
分 

本    学    の    授    業    科    目 

備  考 工 学 研 究 科 修 士 課 程 

生産技術学専攻 環境計画学専攻 電子情報学専攻 

工 

 

業 

 

の 

 

関 

 

係 

 

科 

 

目 

材料強度特論 

破壊管理特論 

薄板構造特論Ⅰ 

薄板構造特論Ⅱ 

溶接工学特論 

構造解析高度技術特論 

船舶流体力学特論 

船体抵抗推進特論 

運動性能特論 

操縦性能特論 

沿岸流体工学 

流体力学特論 

動力工学特論 

流体機械特論 

構造力学特論 

有限要素法基礎論 

振動解析特論 

熱工学特論 

海洋波・応答特論 

生産技術学演習ⅠＡ 

生産技術学演習ⅠＢ 

生産技術学演習ⅡＡ 

生産技術学演習ⅡＢ 

生産技術学実験 

数理科学特論Ａ 

数理科学特論Ｂ 

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ工学特論 

知的財産権特論 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎特論 

景観ﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

居住ﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

環境防災計画特論 

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ工学特論 

人間環境工学特論 

環境生態学特論 

環境分析化学特論 

園芸環境工学特論 

経営情報特論 

経営科学特論 

地域情報化特論 

情報社会学特論 

地域文化特論 

社会コミュニケーション特論 

環境計画学ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 

環境計画学演習ⅠＡ 

環境計画学演習ⅠＢ 

環境計画学演習ⅡＡ 

環境計画学演習ⅡＢ 

数理科学特論Ａ 

数理科学特論Ｂ 

数理科学特論Ｃ 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ英語 

知的財産権特論 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

 

高エネルギー物理学概論 

半導体工学特論 

計測物理学特論 

ｾﾝｼﾝｸﾞｼｽﾃﾑ特論 

知能機械ｼｽﾃﾑ特論 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学特論 

ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｰｽ特論 

画像情報ｼｽﾃﾑ特論 

人間情報科学特論 

分子電子工学特論 

集積回路工学 

生体構造機能学特論 

医用電子工学特論 

医用情報学 

生体超音波医工学 

医用光工学 

計測ﾃﾞｰﾀ制御工学 

計算機ｿﾌﾄｳｴｱ特論 

人工知能特論 

電子情報学演習ⅠＡ 

電子情報学演習ⅠＢ 

電子情報学演習ⅡＡ 

電子情報学演習ⅡＢ 

電子情報学実験 

ｼｽﾃﾑ数理特論Ⅰ 

ｼｽﾃﾑ数理特論Ⅱ 

数理科学特論Ａ 

数理科学特論Ｂ 

数理科学特論Ｃ 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ英語 

知的財産権特論 

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ工学特論 

ｽﾏｰﾄﾊﾟﾜｰ電子回路特論 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

２４単位以上修得 

履修上の 

注意事項 
最低修得単位数を超えて修得した単位は、教科又は教職に関する科目の単位として充てることができる 



 
別表４（教職課程履修規程） 
 

    商業の教科に関する科目 
 

免
許
法
施
行
規
則
に 

定
め
る
科
目
区
分 

本    学    の    授    業    科    目 

備  考 総合情報学部総合情報学科 

マネジメント工学コース 

教 

 

科 

 

に 

 

関 

 

す 

 

る 

 

科 

 

目 

商 

 

業 

 

の 

 

関 

 

係 

 

科 

 

目 

◎マーケティング論 

◎経営管理論 

オペレーションズ・リサーチ 

◎経営戦略論 

アントレプレナー論 

リーダーシップ論 

◎簿記 

原価会計 

◎財務会計 

◎ＷｅｂアプリケーションⅠ 

ＷｅｂアプリケーションⅡ 

イノベーションマネジメント 

社会情報システム 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

◎必修科目 

  

 

 

 

 

 

 

職業指導 
◎職業指導（商業）Ⅰ 

◎職業指導（商業）Ⅱ 

(2) 

(2) 

 

 

各
教
科
の
指
導
法
（
情
報
通

信
技
術
の
活
用
を
含
む
。
） 

◎商業科教育法Ⅰ 

◎商業科教育法Ⅱ 

(2) 

(2) 

 

履修上の 

注意事項 

最低修得単位数を超えて修得した単位は、教科又は教職に関する科目

の単位として充てることができる 

 

これら選択科目より 
2科目選択必修 



別表５（教職課程履修規程） 

 

教職に関する科目 

免許法施行規則に定める科目区分等 本学開設授業科目 

科 目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授   業   科   目 単位数 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目 

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

１０ 

教育原論 ２ 

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム

学校運営への対応を含む。） 
教職概論 ２ 

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対応

を含む。） 

教育制度論 ２ 

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過

程 
教育心理学 ２ 

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に

対する理解 
特別支援教育論 ２ 

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ

ム・マネジメントを含む。） 
教育課程論 ２ 

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び 

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

道徳の理論及び指導法 

中学 

１０ 

 

高校 

８ 

道徳教育論 ２ 

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間の指導法 ２ 

特別活動の指導法 特別活動論 ２ 

教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含

む。） 
教育方法論 ２ 

生徒指導の理論及び方法 

生徒・進路指導論 ２ 

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知

識を含む。）の理論及び方法 
教育相談論 ２ 

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目 

教育実習 

中学 

５ 

高校 

３ 

教育実習Ⅰ 

 

教育実習Ⅱ 

３ 

 

２（中学必修） 

教職実践演習 ２ 教職実践演習(中・高） ２ 

 


